37. Statistics of kinks which Nucleate and Drift by 関本, 謙 & 川崎, 恭治
Title37. Statistics of kinks which Nucleate and Drift
Author(s)関本, 謙; 川崎, 恭治


























-… <xl(i)く x2(i)-･･<trn(i)<xn+1(i)< ･･･<…
とす･る｡核生成をぬきにした,斥力 ドリフトの運動方程式を
意 x n - 言 [e~(xn･ 1~Xn'/Ii (xn~xn-1)′E]
/＼
とする｡ i,I'は定数.ミクロな kink密度 p.r(i)を
/＼






芸 p^ x(i,-孟 {^px(i)去 √d,e~l- 招 ';,(出 ･ s^x(i) (3)
/＼ ′､′ ′､ヽ′





prob(了 di,Jxx'AXdx′S∬,(i′)-N ,-e碩 芸
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が,Ax･At-0で成 り立っていると表現される｡I.r[p(i)]は,時刻 tのkink 分布に
/＼
依存す'る｡場所 xでの時刻 t+Oでの核生成率である｡今, zX[p(i)] のモデルとして,
次のようなものをとる｡
/＼ /＼





[M.p(机 x-IdyM (3-y)p,(i);[M(y)-去 e-1yVl等 ] (8)
/＼ /＼
/＼














































の発展方程式は, (3)を粗視化 して次の様に与えられる｡液体 regimeでは4),
a (la2 1































又, f x (i)は,
fx(i)-Sx(i)- Ix[p(i)]





















ここで,MkはM(y)のフーリエ成分で,Mo -1と規格化してあるとす.るO (19)は pkを定
める式｡気体 regimeでは, pk…… とする｡これから,全 kink数のゆらぎ (k-0)の2乗
平均が,初期に∝ とにて増大し,最大値を経て,♂ (β*)の負帰還の効果で終期には速やかに
ゼロにゆくこと,又, (18)の逆変換で得られる空間相関には,着目するkinkから距離
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